
昭和44年９月22日　第３種郵便物認可　令和８年10月10日発行　第705号

定価　55円　送料　63円　毎月１回　10日発行    会員の方は会費に「建災防広島」の購読料が含まれています。　10月号

⑴

〠730－0012
広 島 市 中 区 上 八 丁 堀 8番 1 0 号
建設業労働災害防止協会広島県支部
T  E  L（082）2 2 8 － 8 2 5 0
広島市西区中広町３丁目11番8号
有  限  会  社　　潮　　　流　　　社
T  E  L（082）2 3 2 － 5 6 1 6

発行所

印刷所

第59回 広島県建設業労働災害防止大会　開催第59回 広島県建設業労働災害防止大会　開催

気づこう危険　築こう安全職場　みんなで目指そうゼロ災害
大 会 ス ロ ー ガ ン

開会宣言 砂原実行委員長（広島分会長） 檜山支部長の挨拶

目　　　次
□ 第59回広島県建設業労働災害防止大会　開催
　 　―スローガン「気づこう危険　築こう安全職場　
　　　　　　　　　　　　　みんなで目指そうゼロ災害」―

□ 令和８年度 支部長表彰受賞者 

・・・・・・・1

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4

□ 令和８年度 建災防協会長表彰受賞者

□ 広島県最低賃金改定のお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6

□ 労働発生災害状況

□ 令和８年度講習計画

・・・・・・・・・・・・・・・5

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8

９月10日、広島県民文化センター（広島市）において、広島労働局の後援のもと、第59
回広島県建設業労働災害防止大会を開催いたしました。
　本大会には、宮原広島労働局長をはじめ、多くのご来賓の方々にご臨席いただきまし
た。また、広島県内各地より各分会に所属する会員事業場のご協力を得て、約450名の
方々にご参加をいただきました。
　大会では、開催地の分会長で大会実行委員長の砂原副支部長より、「今年の夏は猛暑を
通り越して酷暑と呼ぶにふさわしい暑さとなった。熱中症はもちろんのこと、墜落・転落
災害などの三大災害や転倒災害など、建設現場には様々な危険が潜んでいる。本日の大会
を通じて、広島県内の建設現場から労働災害を一件でも減らし、全ての人が安全で健康に
働くことができる職場を実現するため、皆さまと力を合わせて参りたい。」と力強い宣言
と開会のことばがありました。
　檜山支部長は開会にあたり、「建設業においては、担い手確保のため、若者が憧れるよ
うな新４Ｋの産業となるよう、働き方改革やＤＸを活用し生産性の向上に取り組んでいる
が、根幹をなすのは安全と健康を確保した労働環境である。今後も災害防止活動は益々重
要になってくるが、活動を取り巻く環境も変化してきており、特に近年の夏場の猛暑は一
段と厳しく、６月には広島労働局長から熱中症対策の強化を要請されたところである。ま

た、労働者の高齢化が進む中、特に建設技能者が減少している。様々な環境変化を踏まえ
活動を進めていくために、墜落・転落防止や熱中症予防等の重点対策とともに化学物質や
メンタルヘルス対策、高齢者や一人親方への対策など時代に応じた対策も推進していく必
要がある。広島県における今年の労働災害発生状況は、休業４日以上の死傷災害は前年同
様のペースで推移しているが、死亡災害はこれまでのところ発生していない。今年もあと
４か月足らずだが、何としても死亡災害ゼロを達成したい。関係官庁のご指導の下、本
部、分会と一丸となって、活動に取り組んで参りたい。」と強い決意を語りかけました。
　続いて、労働災害防止のために、優秀な成績を収めた会社、工事現場、安全衛生活動に
功労や功績のあった個人の方々の支部長表彰を行いました。

　表彰の後、本大会を後援していただいている広島労働局の宮原局長より祝辞があり、
「広島県の建設業における死亡災害は、５か年計画の中間年である令和７年で既に目標値
を上回っていたが、令和８年は現在に至るまで発生しておらず、皆様方の平素からのお取

組みに深く感謝申し上げる。この状況を続けるた
めに、死亡災害の４割を占める墜落・転落災害の
防止対策を中心に、関係者が力を合わせて、リス
クアセスメント等を推進してほしい。また、屋外
作業の多い建設業では、熱中症対策が重要であ
り、昨年は９月に熱中症による死亡災害が発生し
たこともあり、今年の６月に要請書を発出させて
いただいた。今年３月改定のガイドラインも踏ま
え、昨年６月の改正安衛則による重篤化防止対策
等も継続してほしい。なお、個人事業者等に関す
る改正安衛法の浸透、全国労働衛生週間の取組み

にもご協力をお願いするとともに、人手不足の解消に向けた賃金引上げ支援やハローワー
クによる求人・求職のマッチング支援等の施策も
地域に根ざして推進して参りたい。」と激励があ
りました。
　その後、ご来賓の方々のご祝辞をいただきまし
た。いずれの方からも災害撲滅に対する強い気持
ちが伝わり、建災防、会員企業の災害防止活動の
取組強化を期待されていました。

　式典の終わり
に濱井呉分会長
が 「 安 全 の 誓
い 」 を 読 み 上
げ、厳しい状況にある労働災害について、労働災害は
必ず防ぐとの強い決意で宣誓され、会場の盛大な拍手
で参加者とともに誓いの言葉を噛みしめました。
　第二部は、須田慎一郎講師による記念講演があり、
「どうなる日本、どうなる日本経済」と題して、政治
から経済を読む、責任ある積極財政とは、ガソリン暫
定税率の廃止、個人消費の拡大、ＧＤＰの成長、企業
の賃上げ、所得増、税収増、30年以上のデフレ、業
界・セクター・地域ごとの二極化、中小企業と東京以
外の経済圏の需要、積極投資の必要性、地方経済の活
性化、122兆円に対する新聞の論調、生活必需品（米・
味噌・醤油・新聞）の軽減税率、４月からの食料品の

消費税率など泉のように湧き出てくる講和に聴講者の全員が真剣に聴き入っていました。
　最後に、山崎副支部長（福山分会長）から、災
害撲滅に対する熱い想いとともに閉会の言葉を述
べられ、記念講演の講師に対する感謝の言葉とと
もに大会参加のお礼を申し上げて、無事、大会を
終了することができました。
　本大会は、業務の大変お忙しい中、例年以上に
多くの方々のご参加をいただきましたが、実行委
員の皆様方の準備・運営のご協力を得て成功裏に
終了しました。改めて多くの関係者の皆様に感謝
とお礼を申し上げます。
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９月10日、広島県民文化センター（広島市）において、広島労働局の後援のもと、第59
回広島県建設業労働災害防止大会を開催いたしました。
　本大会には、宮原広島労働局長をはじめ、多くのご来賓の方々にご臨席いただきまし
た。また、広島県内各地より各分会に所属する会員事業場のご協力を得て、約450名の
方々にご参加をいただきました。
　大会では、開催地の分会長で大会実行委員長の砂原副支部長より、「今年の夏は猛暑を
通り越して酷暑と呼ぶにふさわしい暑さとなった。熱中症はもちろんのこと、墜落・転落
災害などの三大災害や転倒災害など、建設現場には様々な危険が潜んでいる。本日の大会
を通じて、広島県内の建設現場から労働災害を一件でも減らし、全ての人が安全で健康に
働くことができる職場を実現するため、皆さまと力を合わせて参りたい。」と力強い宣言
と開会のことばがありました。
　檜山支部長は開会にあたり、「建設業においては、担い手確保のため、若者が憧れるよ
うな新４Ｋの産業となるよう、働き方改革やＤＸを活用し生産性の向上に取り組んでいる
が、根幹をなすのは安全と健康を確保した労働環境である。今後も災害防止活動は益々重
要になってくるが、活動を取り巻く環境も変化してきており、特に近年の夏場の猛暑は一
段と厳しく、６月には広島労働局長から熱中症対策の強化を要請されたところである。ま

た、労働者の高齢化が進む中、特に建設技能者が減少している。様々な環境変化を踏まえ
活動を進めていくために、墜落・転落防止や熱中症予防等の重点対策とともに化学物質や
メンタルヘルス対策、高齢者や一人親方への対策など時代に応じた対策も推進していく必
要がある。広島県における今年の労働災害発生状況は、休業４日以上の死傷災害は前年同
様のペースで推移しているが、死亡災害はこれまでのところ発生していない。今年もあと
４か月足らずだが、何としても死亡災害ゼロを達成したい。関係官庁のご指導の下、本
部、分会と一丸となって、活動に取り組んで参りたい。」と強い決意を語りかけました。
　続いて、労働災害防止のために、優秀な成績を収めた会社、工事現場、安全衛生活動に
功労や功績のあった個人の方々の支部長表彰を行いました。

　表彰の後、本大会を後援していただいている広島労働局の宮原局長より祝辞があり、
「広島県の建設業における死亡災害は、５か年計画の中間年である令和７年で既に目標値
を上回っていたが、令和８年は現在に至るまで発生しておらず、皆様方の平素からのお取

組みに深く感謝申し上げる。この状況を続けるた
めに、死亡災害の４割を占める墜落・転落災害の
防止対策を中心に、関係者が力を合わせて、リス
クアセスメント等を推進してほしい。また、屋外
作業の多い建設業では、熱中症対策が重要であ
り、昨年は９月に熱中症による死亡災害が発生し
たこともあり、今年の６月に要請書を発出させて
いただいた。今年３月改定のガイドラインも踏ま
え、昨年６月の改正安衛則による重篤化防止対策
等も継続してほしい。なお、個人事業者等に関す
る改正安衛法の浸透、全国労働衛生週間の取組み

にもご協力をお願いするとともに、人手不足の解消に向けた賃金引上げ支援やハローワー
クによる求人・求職のマッチング支援等の施策も
地域に根ざして推進して参りたい。」と激励があ
りました。
　その後、ご来賓の方々のご祝辞をいただきまし
た。いずれの方からも災害撲滅に対する強い気持
ちが伝わり、建災防、会員企業の災害防止活動の
取組強化を期待されていました。

　式典の終わり
に濱井呉分会長
が 「 安 全 の 誓
い 」 を 読 み 上
げ、厳しい状況にある労働災害について、労働災害は
必ず防ぐとの強い決意で宣誓され、会場の盛大な拍手
で参加者とともに誓いの言葉を噛みしめました。
　第二部は、須田慎一郎講師による記念講演があり、
「どうなる日本、どうなる日本経済」と題して、政治
から経済を読む、責任ある積極財政とは、ガソリン暫
定税率の廃止、個人消費の拡大、ＧＤＰの成長、企業
の賃上げ、所得増、税収増、30年以上のデフレ、業
界・セクター・地域ごとの二極化、中小企業と東京以
外の経済圏の需要、積極投資の必要性、地方経済の活
性化、122兆円に対する新聞の論調、生活必需品（米・
味噌・醤油・新聞）の軽減税率、４月からの食料品の

消費税率など泉のように湧き出てくる講和に聴講者の全員が真剣に聴き入っていました。
　最後に、山崎副支部長（福山分会長）から、災
害撲滅に対する熱い想いとともに閉会の言葉を述
べられ、記念講演の講師に対する感謝の言葉とと
もに大会参加のお礼を申し上げて、無事、大会を
終了することができました。
　本大会は、業務の大変お忙しい中、例年以上に
多くの方々のご参加をいただきましたが、実行委
員の皆様方の準備・運営のご協力を得て成功裏に
終了しました。改めて多くの関係者の皆様に感謝
とお礼を申し上げます。

会場風景 会場風景

受章者代表　謝辞功績賞受章の皆様

優良賞（会社）代表 優良賞（会社）受章の皆様 優良賞（工事現場）代表

優良賞（工事現場）受章の皆様 功労賞代表 功労賞受章の皆様

功績賞代表（代理）



昭和44年９月22日　第３種郵便物認可　令和８年10月10日発行　第705号 ⑶

９月10日、広島県民文化センター（広島市）において、広島労働局の後援のもと、第59
回広島県建設業労働災害防止大会を開催いたしました。
　本大会には、宮原広島労働局長をはじめ、多くのご来賓の方々にご臨席いただきまし
た。また、広島県内各地より各分会に所属する会員事業場のご協力を得て、約450名の
方々にご参加をいただきました。
　大会では、開催地の分会長で大会実行委員長の砂原副支部長より、「今年の夏は猛暑を
通り越して酷暑と呼ぶにふさわしい暑さとなった。熱中症はもちろんのこと、墜落・転落
災害などの三大災害や転倒災害など、建設現場には様々な危険が潜んでいる。本日の大会
を通じて、広島県内の建設現場から労働災害を一件でも減らし、全ての人が安全で健康に
働くことができる職場を実現するため、皆さまと力を合わせて参りたい。」と力強い宣言
と開会のことばがありました。
　檜山支部長は開会にあたり、「建設業においては、担い手確保のため、若者が憧れるよ
うな新４Ｋの産業となるよう、働き方改革やＤＸを活用し生産性の向上に取り組んでいる
が、根幹をなすのは安全と健康を確保した労働環境である。今後も災害防止活動は益々重
要になってくるが、活動を取り巻く環境も変化してきており、特に近年の夏場の猛暑は一
段と厳しく、６月には広島労働局長から熱中症対策の強化を要請されたところである。ま

た、労働者の高齢化が進む中、特に建設技能者が減少している。様々な環境変化を踏まえ
活動を進めていくために、墜落・転落防止や熱中症予防等の重点対策とともに化学物質や
メンタルヘルス対策、高齢者や一人親方への対策など時代に応じた対策も推進していく必
要がある。広島県における今年の労働災害発生状況は、休業４日以上の死傷災害は前年同
様のペースで推移しているが、死亡災害はこれまでのところ発生していない。今年もあと
４か月足らずだが、何としても死亡災害ゼロを達成したい。関係官庁のご指導の下、本
部、分会と一丸となって、活動に取り組んで参りたい。」と強い決意を語りかけました。
　続いて、労働災害防止のために、優秀な成績を収めた会社、工事現場、安全衛生活動に
功労や功績のあった個人の方々の支部長表彰を行いました。

　表彰の後、本大会を後援していただいている広島労働局の宮原局長より祝辞があり、
「広島県の建設業における死亡災害は、５か年計画の中間年である令和７年で既に目標値
を上回っていたが、令和８年は現在に至るまで発生しておらず、皆様方の平素からのお取

組みに深く感謝申し上げる。この状況を続けるた
めに、死亡災害の４割を占める墜落・転落災害の
防止対策を中心に、関係者が力を合わせて、リス
クアセスメント等を推進してほしい。また、屋外
作業の多い建設業では、熱中症対策が重要であ
り、昨年は９月に熱中症による死亡災害が発生し
たこともあり、今年の６月に要請書を発出させて
いただいた。今年３月改定のガイドラインも踏ま
え、昨年６月の改正安衛則による重篤化防止対策
等も継続してほしい。なお、個人事業者等に関す
る改正安衛法の浸透、全国労働衛生週間の取組み

にもご協力をお願いするとともに、人手不足の解消に向けた賃金引上げ支援やハローワー
クによる求人・求職のマッチング支援等の施策も
地域に根ざして推進して参りたい。」と激励があ
りました。
　その後、ご来賓の方々のご祝辞をいただきまし
た。いずれの方からも災害撲滅に対する強い気持
ちが伝わり、建災防、会員企業の災害防止活動の
取組強化を期待されていました。

　式典の終わり
に濱井呉分会長
が 「 安 全 の 誓
い 」 を 読 み 上
げ、厳しい状況にある労働災害について、労働災害は
必ず防ぐとの強い決意で宣誓され、会場の盛大な拍手
で参加者とともに誓いの言葉を噛みしめました。
　第二部は、須田慎一郎講師による記念講演があり、
「どうなる日本、どうなる日本経済」と題して、政治
から経済を読む、責任ある積極財政とは、ガソリン暫
定税率の廃止、個人消費の拡大、ＧＤＰの成長、企業
の賃上げ、所得増、税収増、30年以上のデフレ、業
界・セクター・地域ごとの二極化、中小企業と東京以
外の経済圏の需要、積極投資の必要性、地方経済の活
性化、122兆円に対する新聞の論調、生活必需品（米・
味噌・醤油・新聞）の軽減税率、４月からの食料品の

消費税率など泉のように湧き出てくる講和に聴講者の全員が真剣に聴き入っていました。
　最後に、山崎副支部長（福山分会長）から、災
害撲滅に対する熱い想いとともに閉会の言葉を述
べられ、記念講演の講師に対する感謝の言葉とと
もに大会参加のお礼を申し上げて、無事、大会を
終了することができました。
　本大会は、業務の大変お忙しい中、例年以上に
多くの方々のご参加をいただきましたが、実行委
員の皆様方の準備・運営のご協力を得て成功裏に
終了しました。改めて多くの関係者の皆様に感謝
とお礼を申し上げます。

宮原広島労働局長の祝辞

「安全の誓い」濱井呉分会長

「閉会のことば」山崎副支部長（福山分会長）

須田慎一郎講師の記念講演
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優  良  賞

令和８年度　支部長表彰受賞者令和８年度　支部長表彰受賞者

株式会社広栄建設産業 
株式会社新協工業 
シンタカ建設株式会社 
西城建設株式会社 
株式会社ミナミ組
東亜建設工業株式会社 中国支店
（仮称）ヴェルディ吉島新町一丁目新築工事
清水建設株式会社 広島支店
（仮称）イズミアリーナ新築工事
五洋・りんかい日産・本間特定建設工事共同企業体
広島港出島地区岸壁（－12m）築造工事（その５）
株式会社共立
ソルコム皆実町ビル新築工事
大林・広成特定建設工事共同企業体
中央図書館等移転整備その他工事（その２）
山陽工業株式会社
（仮称）広島市東区戸坂千足分譲マンション新築工事
株式会社鈴木工務店
福山大学聚志館（ものづくり工房）新築工事
山崎建設株式会社
（仮称）ナーシングホームしんがい新築工事

広　島
三　原
尾　道
三　次
廿日市

広　島

広　島

広　島

広　島

広　島

広　島

福　山

福　山

会　　　社
会　　　社
会　　　社
会　　　社
会　　　社

工 事 現 場

工 事 現 場

工 事 現 場

工 事 現 場

工 事 現 場

工 事 現 場

工 事 現 場

工 事 現 場

種　　　別 事　業　所　名 分会名

個  人  賞

伊原木　一　衛
政　宗　哲　哉
松　岡　　　悟
遠　藤　成　朗
山　田　貢　嗣
西　田　雅　文
藤　川　和　也
松　葉　陽治郎
藤　田　豊　也
丹　田　和　範
隅　田　　　勲
関　根　泰　之
村　上　貴　映
大　年　達　也

極東興和株式会社
井上建設株式会社
株式会社オキ
株式会社網本工業
安芸土木建築株式会社
錦建設株式会社
株式会社奥村組 広島支店
広電建設株式会社
広電建設株式会社
株式会社砂原組
株式会社栗本
大新土木株式会社 呉営業所
株式会社加納屋建設
大新土木株式会社 福山営業所

広　島

三　原

福　山

広　島

三　次

広　島

広　島

広　島

広　島

広　島

広　島

呉

尾　道

福　山

功 　労　 賞

功 　労　 賞

功績賞（委　員）

功績賞（安推者）

功績賞（安推者）

功績賞（所　長）

功績賞（所　長）

功績賞（所　長）

功績賞（所　長）

功績賞（所　長）

功績賞（所　長）

功績賞（所　長）

功績賞（所　長）

功績賞（職　長）

種　　　別 種　　　別 事　業　所　名 分会名
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優  良  賞

三　原

尾　道

三　次

広　島

広　島

呉

福　山

種　　別 工　事　の　名　称 分会名

株式会社浜本組

高松建設株式会社

株式会社ノダ道路

株式会社奥村組 広島支店
広島競輪場再整備計画スタンド棟・スタンド棟歩廊・空中歩廊新築工事

鹿島建設株式会社 中国支店
新国泰寺ビル (仮称 )建設工事

大之木建設株式会社
(仮称 )大矢整形外科病院新築工事

大和建設株式会社
株式会社マツオカコーポレーション本社新築工事

個　人　賞

広　島

広　島

三　原

尾　道

三　次

広　島

広　島

呉

種　　別 氏　　　名 事　　業　　所　　名 分会名

令和８年度　建災防協会長表彰受賞者令和８年度　建災防協会長表彰受賞者

　当支部推薦による令和８年度建設業労働災害防止協会長表彰は、次の方々が受賞さ
れました。
　10月８日㈭に朱鷺メッセ(新潟市)で開催された第63回全国建設業労働災害防止大会
in新潟(全国大会)の総合集会において表彰されました。心からお祝い申し上げます。

会 社

会 社

会 社

工 事 現 場

工 事 現 場

工 事 現 場

工 事 現 場

功  　労　  賞

功  　労　  賞

功  　労　  賞

功  　労　  賞

功績賞（安推者）

功績賞（所　長）

功績賞（所　長）

功績賞（所　長）

福井建設株式会社

五洋建設株式会社 中国支店

株式会社セイム

株式会社山平組

株式会社高山

大之木建設株式会社 広島支店

錦建設株式会社

株式会社増岡組

森 本 雄 二

奥　田　伊知郎

福戸山　裕　弘

山　平　孝　吉

上　岡　誠　三

段ノ上　雅　喜

生　田　　　晃

真　木　隆　弘
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広 島 県 の最 低 賃 金

広島県特定（産業別）最低賃金 時間額 発効年月日

広島県製鉄業、鋼材、銑鉄鋳物、可鍛鋳鉄製造業、その他の鉄鋼業最低賃金
※高炉によらない製鉄業等を除く

令和

広島県建設用・建築用金属製品、その他の金属製品製造業 
最低賃金 ※製缶板金業を含む 広島県船舶製造・修理業、舶用機関製造業最低賃金 

広島県はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器具
製造業最低賃金 ※建設用ショベルトラック製造業を除く

広島県自動車小売業最低賃金 
※二輪自動車小売業（原動機付自転車を含む）を除く

広島県電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報
通信機械器具製造業最低賃金 
※民生用電気機械器具製造業等を除く

広島県各種商品小売業最低賃金 
※衣,食,住にわたる商品を小売するもので、その性格上いずれが主たる
販売商品であるかが判別できない事業所（百貨店、総合スーパー等）

広島県自動車・同附属品製造業最低賃金

賃金引き上げの各種支援策
「広島労働局　賃金引き上げ特設ページ」をご覧ください。 
https://jsite.mhlw.go.jp/hiroshima- roudoukyoku/tinnagesienn.html

広 島 労 働 局 （R８.9）

広島県最低賃金

時間額 円

（業種名は日本標準産業分類（令和5年 7月改定）による）

○ 広島県最低賃金は、広島県内で働くすべての労働者に適用されます。
年齢・性別・雇用形態（臨時・パート・アルバイト等）を問いません。
なお、下記の産業に該当する事業場で働く労働者には、当該「広島県特定定（（産業別）最低賃金」が適用されます。
ただし、

　⑴  年齢18歳未満又は65歳以上の者
 ⑵  雇入れ後６月未満の者であって、技能習得中のもの

   ⑶  清掃又は片付けの業務に主として従事する者
　には、「広島県最低賃金」が適用されます。 
○ 派遣就労中の労働者については、派遣先事業場に適用される最低賃金が適用されます。
○ 最低賃金に算入しない賃金
⑴  精皆勤手当、通勤手当、家族手当
⑵  時間外、休日及び深夜の割増賃金
⑶  臨時に支払われる賃金及び１か月を超える期間ごとに支払われる賃金  

（令和８年10月11日発効）

低賃

円
（令和８年10月11日発効）

1,141

1,179円 7.12.31

　下記の特定(産業別)最低賃金は、今回改正された広島県最低賃金を下回るため、令和８年10月11日
から広島県最低賃金時間額1,141円  が適用されます。 

広島県特定（産業別）最低賃金（業種名は日本標準産業分類（令和5年7月改定）による）

最低賃金に関するお問い合わせは広島労働局賃金室、最寄りの労働基準監督署までお願いします。

広 島 労 働 局 賃 金 室  ℡  082-221-9244　広島中央労働基準監督署  ℡ 082-221-2460　呉 労 働 基 準 監 督 署  ℡ 0823-22-0005
福山労働基準監督署  ℡  084-923-0005　三原労働基準監督署  ℡ 0848-63-3939　尾道労働基準監督署  ℡ 0848-22-4158
三次労働基準監督署  ℡  0824-62-2104　広島北労働基準監督署  ℡ 082-812-2115　廿日市労働基準監督署  ℡ 0829-32-1155
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事故の
型別

墜落
転落

飛来
落下

崩壊
倒壊 おぼれ激突

され
踏み
抜き

交通
事故

切れ
こすれ

動作の
反動

有害物
質との
接触

はさまれ
・巻き込
まれ

高温・低
温の物と
との接触

転倒 激突 感電 合計その他

令和
７年

令和
８年

⑵
58

47

19

28

5

11

10

15

8

8

15

6

16

22

15

18 3

⑴
1 8

4 1

9

7

14

10

2

6

⑶
180

186

署別

広島中央
 呉  
福 　 山
三 　 原
尾 　 道
三 　 次
広 島 北
廿 日 市
合 　 計

全　　産　　業 建　　設　　業
令和７年 令和８年 令和７年 令和８年

死亡 休業 死傷計 死亡 休業 死傷計 死亡 休業 死傷計 死亡 休業 死傷計
対前年
増減数増減数

対前年
増減率
（%）

建設業
/全産業
（%）

616
159
418
127
124
114
264
188
2,010

18.2
36.4
4.8
54.5
－26.7
－42.1
4.8

－17.6
3.3

7.9
8.2
10.2
14.8
8.8
11.7
8.9
6.8
9.0

8
4
2
6
－4
－8
1
－3
6

52
15
44
17
11
11
22
14
186

52
15
44
17
11
11
22
14
186

44
11
42
11
15
19
21
17
180

44
11
42
11
15
18
21
15
177

1

2
3

43
24
11
－12
1

－22
－20
15
40

662
183
430
115
125
94
246
205
2,060

661
183
429
115
124
94
245
204
2,055

1

1

1

1
1
5

619
159
419
127
124
116
266
190
2,020

3

1

2
2
2
10

令和７年・令和８年　建設業における事故の型別労働災害発生状況 （労働者死傷病報告による）
 広島労働局（令和８年 8月末）

令和７年・令和８年　全産業・建設業・署別労働災害発生状況 （労働者死傷病報告による）
 広島労働局（令和８年 8月末）

（　）内は、死亡で内数

（交通事故を除く）令和 ８ 年　全産業における死亡災害発生状況
（令和８年９月18日現在）

 ※９月の死亡災害は新聞記事より

１

２

３

４

５

６

７

４月

５月

５月

６月

８月

９月

９月

28年

10年

０年

31年

１年

不明

不明

男

男

男

男

男

男

男

50代

60代

70代

40代

20代

20代

20代

製造業

農林業

清掃・と畜業

鋳物業

製造業

製造業

採石業

はさまれ・
巻き込まれ

激突され

墜落・転落

崩壊・倒壊

はさまれ・
巻き込まれ

はさまれ・
巻き込まれ

はさまれ・
巻き込まれ

一般動力
機械

その他の
一般動力
機械

その他の
装置、設備

チェーンソー

コンベヤー

トラック

№発生月 業　種

管理者

作業員

廃品回収員

鋳物工

製造工

技能実習生

技能実習生

職　種 性別年齢 経験 事故の型 起因物 災　害　発　生　状　況
その他の
動力運搬
機械

エレベーターの昇降路に挟まった荷物を取る
ため搬器に乗り込んだ際、搬器が落下して搬
器と昇降路に挟まれた。

チェーンソーを使用して伐採していたところ、
倒れてきた木の下敷きになった。

古紙回収ボックスの古紙をトラック荷台に積
み込む作業中、荷を均すために荷台に上がっ
た際バランスを崩して墜落した。

停止中の製造ラインで台車に載せた鋳型製造
用の金型を点検中、レール上にあった別の台
車が動き出し轢かれた。

船体に取り付ける飲料タンクの研磨作業中、
タンクが倒れて下敷きになった。

塗料を製造する大型ミキサーに粉状の原材料
を投入してかき混ぜる作業中、ミキサーに巻
き込まれた。

砕石工場のコンベヤーから落下した砂等を
シャベルで取り除く作業中、コンベヤーのド
ラムに巻き込まれた。
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広 島 県 支 部 各 分 会
広島分会（０８２）２２８－８２５２　三原分会（０８４８）６３－９９２０　三次分会（０８２４）６２－４３９１
呉 分 会（０８２３）２２－６８８６　尾道分会（０８４８）２２－８９１８ 廿日市分会（０８２９）３１－０１９６
福山分会（０８４）９２４－４３２０

建災防広島県支部（０８２）２２８－８２５０

令和８年度講習計画令和８年度講習計画

　詳細は建災防広島県支部のホームページにてご確認ください。
https://www.jcosha-hiroshima.jp/

※受付状況等の詳細につきましては、支部及び各分会にお問い合わせください。
　なお、定数に満たない場合は中止、または、延期する場合があります。

令和８年度講習計画令和８年度講習計画（令和８年10月～12月末までの計画）（令和８年10月～12月末までの計画）

広島市
呉市
三原市
福山市
広島市
呉市
広島市
広島市
広島市
福山市
福山市
呉市
福山市
広島市
広島市
福山市
呉市
福山市
福山市
広島市
広島市
三次市
広島市
福山市
広島市
呉市
広島市

県支部
呉分会
三原分会
福山分会
県支部
呉分会
県支部
県支部
県支部
福山分会
福山分会
呉分会
福山分会
県支部
県支部
福山分会
呉分会
福山分会
福山分会
県支部
県支部
三次分会
広島分会
福山分会
広島分会
呉分会
県支部
県支部

22～23

28～29
27～28

23

14

20

20～21
27

15

10～11

2～3

8

10

2

3

2

18

26～27

16～18
25～26

12

10

6
13

5
5

17～18

12

足場の組立て等作業主任者

型枠支保工の組立て等作業主任者

地山の掘削及び土止め支保工作業主任者
コンクリート造の工作物の解体等作業主任者

足場の組立て等特別教育

巻上げ機（ウインチ）運転業務

自由研削と石取替え等業務

石綿取扱い作業従事者

フルハーネス型安全帯使用作業特別教育

振動工具取扱作業従事者
丸のこ等取扱い作業従事者教育
現場管理者統括管理
足場の組立て等作業主任者能力向上（定期）教育

施工管理者のための足場点検実務者研修

職長・安全衛生責任者教育

職長・安全衛生責任者能力向上教育
斜面の点検者に対する安全教育
建設業における化学物質管理者講習
建設工事に従事する労働者のための教育「建設従事者教育」（6時間）

講　習　名 実施場所 受付分会
開催日
11月 12月10月

※「建築物石綿含有建材調査者講習」の申込みの受付開始日は開催日の２ケ月前の当日です。
（但し、土・日・祝日の場合は翌営業日とします。）

実施場所
広島市

受　　付
県支部

12月
－ 16～17－

１月 ２月
建築物石綿含有建材調査者講習（一般）

＊要請により、随時実施

令和８年度登録講習計画（令和８年１２月～令和９年２月末までの計画）  令和８年度登録講習計画（令和８年１２月～令和９年２月末までの計画）  

特
別
教
育・準
じ
た
教
育

技  

能  

講  

習

能
力
向
上
・
安
全
衛
生
教
育


